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１．概要（Summary） 

 高い柔軟性と性能を兼ね備えたカーボンナノチューブ

（CNT）薄膜をフレキシブルデバイスに応用する研究を推

進するため、ベンチャービジネスラボラト（VBL）に設置さ

れている各種装置を利用した。その結果、フレキシブルで

高性能な CNT バイオセンサを実現するなどの成果を得

た。 

 

２．実験（Experimental） 

・利用した主な装置 

 レーザー描画装置、走査型電子顕微鏡、ICPエッチン 

 グ装置、段差計 

 

・実験方法 

これまでに、CNT を用いたバイオセンサの報告は数多

くあるものの、一般的な溶液プロセスや素子プロセスに由

来する CNT 表面の汚染の影響については、センサ応用

の場合には特に重要であるにもかかわらず、ほとんど調

べられていない。本研究では、(1) ドライ転写プロセスに

よる CNT 薄膜形成と、(2)素子プロセス中の保護膜導入

により、清浄な表面を持つ CNT薄膜バイオセンサを柔軟

なプラスチックフィルム上に実現し、その特性を評価した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 Fig.1は PEN基板上に作製した CNT薄膜バイオセン

サである。電気化学的特性を K4[Fe(CN)6]のサイクリック

ボルタンメトリにより評価したところ、典型的な微小電極の

静特性を示し、高い電子交換速度を持つことを明らかに

した。CNT 薄膜表面に金微粒子を電気化学的に析出さ

せ、反応点の面内分布を調べ、従来手法により作製した

CNT 薄膜と比較し、良好な面内均一性をもつことを確認

した。また、CNT 薄膜電極の電気化学的な安定性につ

いて、神経伝達物質の一種であるドーパミンのサイクリック

ボルタンメトリ測定を繰り返すことにより検証し、市販のカ

ーボンファイバー電極や金電極に比べて、高い電気化学

的安定性をもつことを明らかにした。 

 今後はバイオセンサとセンシングアンプ等の機能回路を

集積し、ウェアラブルスマートセンサなどの構築を目指す。 

Fig.1 CNT biosensor on PEN film. 

 

４．その他・特記事項（Others） 

 なし。  
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